























































































































































































































































































































ある(Fritz Neumark, Theorieund Praxisder modemen Einkommensbesteuerung,






























































































人ペーター・バーロン教授Prof. Dr. Peter Baron, 1944-　にも御世話にな
った。
　思いおこすと，杉ノ原教授には，すでに30年以上も前に刊行された編
著Social and Economic Aspects of Japan, Edited by Naosaku Uchida and
Kotaro Ikeda, Economic Institute of Seijo University, Tokyo, 1 967.で助
力を受けた（同書，iiページを参照）。
　次いで，岡田清・池田浩太郎訳・Ｆ.フォークト『交通体系論』千倉書房，






年(Knut Wicksell, FinanztheoretischeUntersuchungen……,Jena 1896）がこれであ
る。この共訳書における杉ノ原教授の御尽力については，同学の小林威教
授か，難解なヴィクセルの租税論の内，「マスグレイヴとピーコック共編
の抄訳では理解できない部分が解明できたのは，杉ノ原教授の数学解説に
負うところが大きい」（小林威「国際課税の潮流」成城大学「経済研究」第139
号，平成10年１月, 320ページ），とその功績を高く評価されている。
　いま，杉ノ原名誉教授記年号に執筆の場をいただけたのを機会に，あら
　　　　　　　　　　　　　　－35－
ためて同教授の永い御交誼に感謝の意を表したいと思う。ただ杉ノ原夫人
にも直接お祝いを申し述べることができないのが，非常に残念ではある。
－36－
